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「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」受
信
説
明
会
を
開
催

　
「
総
務
省　

千
葉
県
デ
ジ
タ
ル
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ

千
葉
）」
で
は
、
横
芝
光
町
で
受
信
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
ご
自
宅
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
具
体

的
な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
時
・
会
場
は
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
み
な
さ
ん
の
お
宅

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省　

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

デ
ジ
サ
ポ
千
葉
説
明
会
事
務
局

　

☎
０
４
３
─
３
０
８
─
０
４
６
１

　
（
平
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

　

FAX
０
４
３
─
３
０
８
─
０
４
６
２

　

テ
レ
ビ
の
調
査
や
工
事
を
口
実
に
料
金
を
不
正
に
請
求
し
た
り
、
切
り
替
え

手
数
料
な
ど
を
架
空
請
求
す
る
悪
質
な
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
で
、
総
務
省
・
テ
レ
ビ
局
・
そ
の
関
係
機
関

が
直
接
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
関
東
総
合
通
信
局
（
総
務
省
の
地
域
機
関
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
相
談
員
（
☎
０
３
─
６
２
３
８
─
１
９
４
４
）、
ま
た
は
お
近

く
の
警
察
署
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０（
07
）０
１
０
１

　

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
は　

☎
０
３
─
４
３
３
４
─
１
１
１
１

　
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
）　

　
（
土
・
日
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

地
デ
ジ
を
口
実
に
し
た
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

山
武
地
域
食
育

　
　

   　

フ
ォ
ー
ラ
ム

と　
　

き　

２
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

東
金
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

定　
　

員　

２
０
０
名　

内　
　

容

◎
第
１
部　

事
例
発
表

①�

大
網
白
里
町
食
生
活
改
善
協
議
会
「
幼

稚
園
、
保
育
園
に
お
け
る
食
育
事
業
と

今
後
の
活
動
」

②�

Ｊ
Ａ
山
武
郡
市　

緑
の
風　

食
育
ソ
ム

リ
エ
倶
楽
部

　
「
食
育
ソ
ム
リ
エ
の
活
動
に
つ
い
て
」

◎
第
２
部　

基
調
講
演　

午
後
２
時
～

　

浮
谷
王
子
氏
（
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
「
食
育
を
楽
し
む
キ
ー
ワ
ー
ド
」

申�

込
方
法　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
申
込
人
数
を
明
記
の
上
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

　

農
産
物
や
食
育
関
係
の
展
示
等

　

入
場
無
料

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

山
武
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　

地
域
振
興
部 

企
画
振
興
課

　

☎
０
４
７
５（
54
）１
１
２
２

　

FAX
０
４
７
５（
55
）８
６
１
４

　

�E-m
ail:http://w

w
w
.pref.chiba.

lg.jp/apcenter/sanbu/

　平成20年11月、千葉県で初めて「ケブカトラカミキリ」によるマキの被害が確認されました。
　また、町内でも植木畑や民家の生垣で被害が確認されています。成虫の大きさは約１㎝で、全身に毛が生え、
背中にはトラ模様があります。幼虫がマキの樹皮下を食害し、激しい場合は、木が枯れてしまいます。被害
木があらたな発生源になりますので、被害木は早めに処分することが大切です。

《対　応　策》
　・伐採して焼却　
　・伐採して破砕（チップ化）
　・樹幹薬剤散布（スミパイン乳剤50～150 倍を
　　成虫脱出期の４～6月に散布）

◆問い合わせ
　産業振興課農政班　☎84−1215
　山武農林振興センター改良普及課
　☎0475−54−0226

マキの害虫にご注意ください!!マキの害虫にご注意ください!!

▲ケブカトラカマキリ

▲被害木


